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テスト済み回路設計集“Circuits from the Lab™ ”は
共通の設計課題を対象とし、迅速で容易なシステ

ム統合のために製作されました。さらに詳しい情

報又は支援は http://www.analog.com/jp/CN0256 を

ご覧ください。 

使用したリファレンス・デバイス 

ADN4663 2 チャネル LVDS ドライバ 
ADN4664 2 チャネル LVDS レシーバ 
ADuM344
2 4 チャネルデジタル・アイソレータ 

ADuM500
0 絶縁型 DC/DC コンバータ 

絶縁型 LVDS インターフェース回路 
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回路の機能とその利点 
低電圧差動信号（LVDS）は、低電圧の高速ポイント to ポイ

ント通信用に制定された規格です（TIA/EIA-644）。この方式

は、バックプレーンまたは短いケーブル接続を通じて大量の

データを送ったり、アプリケーション回路の異なる部分に高

速クロックを分配するために、計測および制御アプリケーシ

ョンで使われます。 

図 1に示す回路は、LVDSインターフェースの絶縁例です。

LVDS インターフェースの利点には、故障に対する保護機能

（安全絶縁）とロバスト性の向上（機能的絶縁）が含まれま

す。 

ADuM3442 は、ADN4663 LVDS ドライバへのロジック入力

と、ADN4664 LVDS レシーバからのロジック出力のデジタ

ル・アイソレーション機能を備えています。ADuM5000を使

用した絶縁電源と組み合わせることで、産業用アプリケーショ

ンや計測アプリケーションの LVDSリンクの絶縁に関して、以

下のような多くの課題を解決することができます。 
• LVDS ドライバ／レシーバ間のロジック信号を絶縁し

て、回路のバス側における標準 LVDS 通信を保証。 
• 2 つのワイドボディ SOIC デバイス ADuM3442 と

ADuM5000 を追加した高集積絶縁により、標準 LVDS デ

バイスの ADN4663 と ADN4664 を絶縁。 
• 従来の絶縁（オプトカプラ）に比べて消費電力が低い。

低消費電力動作は LVDS アプリケーションの特徴です。 
• 複数チャンネルの絶縁。LVDS アプリケーションでは、

最大限のスループットを得るために並列チャンネルが使

われます。この回路はクワッド・チャンネルの絶縁例で

す（この場合は 2 つの送信チャンネルと 2 つの受信チャ

ンネル）。 
• 高速動作。絶縁は最大 150Mbps で動作するので、基本的

な LVDS の速度要件を満たす助けとなります。 

図 1 に示す回路は、デュアル・チャンネル LVDS ライン・ド

ライバとデュアル・チャンネル LVDS レシーバを絶縁してい

ます。これにより、1 枚のボード上の 2 つの完全な送信パス

と受信パスの実装例を示すことができます。 

 
図 1. 絶縁型 LVDS インターフェース回路（簡略回路図） 
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回路説明 
絶縁型 LVDS は、ボード間、バックプレーン、およびプリン

ト基板（PCB）の通信リンクを安全に、あるいは機能的に絶

縁します。安全な絶縁の一例として、1枚以上のプラグイン・

カードに高電圧トランジェントが加わる危険のある LVDSバッ

クプレーンを備えたシステムがあります。LVDS インターフェ

ースを絶縁すれば、このような故障状態がシステムの他の回

路に影響するのを防ぐことができます。また、機能的絶縁の

利点が活きるアプリケーションの例としては、計測機器が挙

げられます。たとえば、ADC と FPGA 間の LVDS リンクを絶

縁すると、フロート状態のグラウンド・プレーンを形成して

測定データの完全性を高め、アプリケーションの他の部分か

らの干渉を最小限に抑えることができます。 

2 つの送信チャンネル（CMOS/TTL から LVDS）と 2 つの受

信チャンネル（LVDS から CMOS/TTL）を絶縁する絶縁型

LVDS インターフェース回路の写真を図 2 に示します。信号

の絶縁は、ADuM3442 の最大パルス幅歪みの仕様を維持しな

がら、最大 150Mbps のデータレートまで可能です。 

 
図 2. 絶縁型 LVDS インターフェース回路 

ロジック信号は IN1 と IN2 に与えることができ、これらは

ADuM3442 によって絶縁されます。対応する ADuM3442 の出

力（DIN1および DIN2テスト・ポイント）は ADN4663 LVDS
ドライバに接続され、DOUT1+と DOUT1−、DOUT2+と
DOUT2−に LVDS 信号を生成します。 

ADN4664 LVDSレシーバは、RIN1+と RIN1−、RIN2+と RIN2−
で LVDS信号を受信できます。レシーバ出力（ROUT1、
ROUT2 テスト・ポイント）は、信号を絶縁するために

ADuM3442 に接続します。これに対応する ADuM3442からの

ロジック出力は OUT1 と OUT2 です。 

回路の電源は、VDD1に接続することによってロジック側に供

給されます。この電源は 3.3V または 5V とすることができ、

ADuM3442（回路の信号絶縁）のロジック側に電源を供給し

ます。さらに ADuM5000 にも電源を供給し、そこから回路の

バス側に絶縁電源が供給されます。 

ADuM5000 の VISO 出力は、LVDS ドライバ（ADN4663）と

LVDS レシーバ（ADN4664）、および ADuM3442 のバス側に

必要な 3.3V 電源を供給します。 

この回路のレイアウトは、アプリケーション・ノート AN-
0971「isoPower デバイスでの EMI 放射制御についての推奨事

項」に基づいています。また、このレイアウトは高速差動信

号伝送に合わせて最適化されています。LVDS の入力／出力ト

レース長は同じにしてあり、グラウンドへのインピーダンス

は 50Ωです（差動ペア間で 100Ω）。各ペアのテスト・ポイ

ントとドライバ／レシーバからの距離も同じにしてありま

す。高速信号の完全性を高めるために、グラウンドへのビア

がトレースに沿って複数配置されています。 

LVDSの入力 RIN1+と RIN1−および RIN2+と RIN2−には 100Ωの

終端抵抗（R1、R2）が接続されています。DOUT1+と DOUT1
−、DOUT2+と DOUT1−に接続されたバスの受信端は終端して

ください。 

電源とグラウンドは、スクリューワイヤ・コネクタ（VDD1
と GND1）を経由して接続します。ロジック入力（IN1、
IN2）／出力（OUT1、OUT2）は、4 個の SMB コネクタを介

して接続します。バス信号は 8個の SMBコネクタ経由で同様

に接続します。これらは、グラウンドへのインピーダンスが

50Ωのトレースで LVDSドライバ（ADN4663）とレシーバ

（ADN4664）に接続します。 

回路の評価とテスト 
絶縁型 LVDSインターフェース回路基板に電源を供給するに

は、3.3Vまたは 5V電源を VDD1に接続します。回路に正しく

電源が供給されているかテストするには、VDD2 テスト・ピン

の電位を測定します。このテスト・ポイントは ADuM5000 か

らの絶縁電源で、公称 3.3V または 5V にします。 

すべての送信パスと受信パスは、チャンネルの LVDS出力をそ

のチャンネルの LVDS入力に接続することによってテストでき

ます。一例としてチャンネル 1 をテストするには、SMB 用リ

ードを使用して、DOUT1+を RIN1+に、DOUT1−を RIN1−に
接続します。 

シグナル・ジェネレータまたはパターン・ジェネレータは

IN1 に接続できますが、OUT1 テスト・ポイントの出力と入力

をマッチングさせる必要があります。テスト・セットアップ

を図 3 に示します。 

 
図 3. 送信および受信チャンネル 1 のテスト・セットアップ 
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IN1 に 50Mbps のクロック信号を与え、DIN1+と RIN1+、およ

び DIN1−と RIN1−の間に 90cmのシールド線を使用してこの

テストを行った場合の IN1、RIN1+、RIN1−、OUT1 の波形を

図 4 に示します。 

 
図 4. 50Mbps 信号使用時の IN1、RIN1+、RIN1−、OUT1 の 

オシロスコープ・プロット 

これらの測定は、低容量プローブを使用して LVDS バス上で

行いました（<1pF）。データレートを上げる場合は、LVDS
の入力と出力の間のワイヤを短くしてください。 

さらに詳しい資料 
CN0256 Design Support Package: http://www.analog.com/CN0256-

DesignSupport. 

Application Note AN-0971：isoPower デバイスでの EMI 放射制

御についての推奨事項 

Chen, Baoxing. iCoupler® Products with isoPower™ Technology: 
Signal and Power Transfer Across Isolation Barrier Using 
Microtransformers. Analog Devices, 2006. 

データシートと評価ボード 
ADN4663 データシート 

ADN4664 データシート 

ADuM3442 データシート 

ADuM5000 データシート 

改訂履歴 
7/12—Revision 0: 初版 
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